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１．はじめに 

2014 年に日本を訪れた外国人旅行者数が史

上初 1,300 万人を突破した．一方，外国人旅

行者は東京・京都・北海道などの人気スポッ

トに集中し，知名度の低い地方を訪問する外

国人は少ない[1][2]．著者らはこの問題解決

を図るため，外国人旅行者に対して日本の地

方に潜在する魅力的な観光スポットを推薦す

るシステムの開発を目指している． 

２．研究のアプローチ 

本研究では，岩手県をケーススタディとし

て，外国人が訪問した場所の調査結果から出

身国による差異があるかどうかを分析し，観

光スポットに対する外国人の嗜好を明らかに

する．具体的には，写真共有サイト flickr か

ら，ジオタグ付き写真を収集し，撮影者の出

身国と，好まれる訪問先と景観類型の傾向性

を明らかにする．次に，これらの分析結果を

反映させた出身国別の観光推薦システムとし

て実装する． 

３．関連研究 

 外国人に対して日本の観光地を推薦するシ

ステムに関連する研究としては倉田らの研究

がある[3][4]．文献[4]では，外国人によって

撮影された写真の位置情報を利用し，写真の

枚数から算出した観光ポテンシャルの大きさ

を地図上に表示して外国人旅行者の訪問先の

多さや，興味のあるものが直感的に把握でき

るようになっている．しかし，この研究では，

外国人の国別による違いまでは分析されてい

なかった． 

４．提案システム 

4.1 システムの概要 

提案システムの概要を図 1に示す． 

本システムでは，写真共有サービスからの

写真データに含まれる撮影者の国籍を含むプ

ロフィール情報，撮影場所情報を収集し，国

別，訪問先別，写真のカテゴリ別に知識ベー

スに登録する．次に，この知識ベースを用い

て，外国人旅行者の国籍，場所，興味のある

カテゴリに基づき，人気のある観光スポット

を図 2 に示すようなヒートマップによって表

示する仕組みを想定している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図１ 提案システム 

 

図 2 観光スポットの表示イメージ 

4.2 外国人によって撮影された写真の分析 

次に，外国人によって岩手県内で撮影され

た flickr からの写真について出身国別に訪問

先，写真枚数の違いを検証するため，手動で

分析を行った． 

表１に写真枚数が比較的多かった中国・米

国・英国・カナダ・豪州の 5 カ国の撮影者を
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対象とし，その写真枚数，主な訪問先，カテ

ゴリについての分析結果を示す．表１より，

例えば，中国人、米国人は桜に，英国人は日

本文化に，カナダ人は山や紅葉に，豪州人は

スキーに興味があることがわかった．このよ

うに，国によって主な訪問先やカテゴリが異

なることが確認できた．このため，本提案に

よる出身国別の推薦システムは有効であるこ

とが期待できる．しかし，手動による膨大な

写真の分類と表示については大きな作業負担

を要するため，システムによる自動化を目指

すこととした. 
表１．出身国別写真データ（岩手県）分析結果 

4.3 プロトタイプシステムの開発 

著者らは本提案の自動化システムの実現を

図るため，プロトタイプシステムを開発して

いる．その処理の流れを図 3 に示す．本シス

テムでは，外国人が撮影したジオタグ付き写

真を flickr から収集し，対象地域と撮影者の

国別に分類する．このモジュールは PHP プロ

グラムにより作成した．次に，写真の緯度経

度情報と Google Maps JavaScript API v3 を

利用し，国別，カテゴリ別に選択して地図上

にヒートマップが表示できるようにする．こ

のモジュールは JavaScript により作成した．

なお，カテゴリ別分類については写真の画像

認識技術を利用する予定であるが未実装であ

る． 

 そのほかの機能ついては，ニーズ調査に基づ

いて追加実装する予定である． 

 
図 3 プロトタイプシステムの構成 

５．おわりに 

本稿では地方の潜在的な観光スポットに外

国人観光客を呼び寄せることを目的に，外国

人向け観光スポット推薦システムの提案を行

った．ケーススタディとして外国人が撮影し

た岩手県内の写真を収集し，分析した結果，

訪問先やカテゴリについて国別に違いがある

ことがわかった．このことから，本提案の有

効性は期待できる．今後はプロトタイプシス

テムの完成と実験評価を行い，本格的なシス

テム開発とサービス提供につなげてゆく． 
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国 主な訪問先(枚数) 
主なカテゴリ 

(枚数) 

総枚

数 

中

国 

北上市展勝地（76） 

盛岡城跡公園（27） 

桜（76） 
お祭り（14） 

海女（12） 

 
 

197 

 

米
国 

北上市展勝地（54） 
平泉（6） 

日本的な物（41） 

桜（32） 

夜景（12） 

 
144 

カ

ナ
ダ 

八幡平市街（33） 

岩手山（30） 

紅葉（24） 

山（8） 

 

87 

 
豪

州 
 

安比高原スキー場（17） 

田山スキー場（11） 

スキー（18） 

桜（5） 

 

40 

英
国 

平泉（15） 
遠野（７） 

日本的な物（16） 
自然風景（8） 

35 
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